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はじめに 
コミュニティの希薄化 

 

 

コミュニティがしっかりしている古寺
地区を研究 

 

小川町の地域活性化を目指す 
 
 



活動内容① 
街歩き（松岡醸造・花和楽の湯etc…） 
 

 

資源はたくさんあった 
 

 

点在しているのでこれらを繋ぐことが必要 
 

 

商工会や学生が繋ぐサポートができるのでは 







活動内容② 

地域資源（企業）との連携 
 

松岡醸造をコミュニティの基盤とする 
 
 松岡醸造 

地域
資源 住民 イベン

ト 
商工
会 



活動内容③ 

コミュニティーを活性化するために 
 
 

成功事例に学ぶ 
 
 

コミュニティ協議会の活動 
 
 

住民全員参加の世代間交流 
 
 



考察① 
【小川町全体】 

小川町の個々の力は強い 
 

 

 

 

  点ではなく線へ 

  資源の有効活用 

  商工会の重要性 
 
 



考察② 
【古寺地区コミュニティ協議会】 

良い点 

・世代間＋異なる職種での交流 

・相談や連絡体制が強固 

・資金を持ち越さない 

課題点 

・人口減少  ・メンバーの固定化 



まとめ 
「コミュニティの力」を生かした地域活性化 

  ・隣近所の関係を軸に置く 

   住民・行政・企業の３者間の連携 
 

住民 

行政 企業 

パイプ役 



小川町活性化に向けた
マップづくり 



報告内容 
目的 

 

各チームごと(住民、伝統文化、イベ
ント)の活動 

 

マップ作りにおける分析や考察 
 



目的 
小川町の活性化 

・外から来た人にも小川町を周ってもらう  

 ことが必要 

・まちの人と一緒に取り組むことが必要 
 ↓ 

 マップ作り 
 



①住民チーム 
ラジュモハン(カレー屋) 

 

シブレット(カフェ) 

 

太田ホルモン(居酒屋) 
 



②伝統・文化チーム 
八宮神社 

 

小川町和紙体験学習センター 

 

武蔵鶴酒造、晴雲酒造 
 



③イベントチーム 
七夕まつり 

 

酒蔵まつり 

 

花和楽の湯 
 



分析・考察 
どうすれば手にとってもらえるか 

マップの見やすさ、デザイン 

折りたたみ方 

キャッチフレーズ”君の知らないま
ちがある” 

商工会との連携 
 



まとめ 
マップ作りによる小川町活性化 
 

・東上線沿線の駅、大学キャンパスに置く 
   

・学生という外(第三者)からの刺激、アプロー
チ 
   

・まちの人が自分たちのまちのことを考える
「きっかけ」 

 









 
 

ご清聴ありがとうございました 
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